
最新の環境課題と川崎市の取組⑦

　黒川地域の住民や地元の農業従事者の皆
さんにより保全されている黒川地域の緑地
を舞台に、2016（平成28）年から毎年
11月に屋外美術展「緑と道の美術展in黒
川」が開催されています。さまざまな素材
を使用してつくられたアーティストの作品
が毎年、展示されます。

　川崎市では、企業や教育機関の参加や協力を得て、里山の保
全の管理を行う「かわさき里山コラボ」の取り組みを行ってい
ます。この取組では、市が里山保全についての技術的な助言な
どを行い、企業などが里山の保全活動を行います。これまでに
５ヵ所の緑地で協定を締結し保全活動を行っています。

　人と自然が共生する持続可能な里山環境を目指すため、自然環境の保全･育成や生物多様性につ
いての研究に取り組んでいる大学３校と協力し、保全された緑地の多様な自然環境の維持・再生
について研究を進めています。

　　　 活動地域 　　　　　　　　　　　　　　　　　　活動している企業など
栗木山王山特別緑地保全地区 　　　　　　 富士通株式会社川崎工場
久末東特別緑地保全地区    　　 　　　　　NECプラットフォームズ株式会社
岡上丸山特別緑地保全地区 　　 　　　　　岡上小学校・和光大学 地域流域共生フォーラム
王禅寺東特別緑地保全地区　　　 　　　　 川崎信用金庫
久末イノ木特別緑地保全地区 　 　　　　 日本ロレアル株式会社

かわさき里山コラボ参加企業・教育機関等

東京農業大学による環境教育 研究対象地と研究する大学

みどりにふれ合い、学ぶ自然学習（王禅寺四ツ田緑地：麻生区王禅寺字四ツ田1028-2ほか）

原田理糸　
「いのちあるもの」

間知紀以子「天の舟」

麻生区にある王禅寺四ツ田緑地では保全をしながら活用する取り組みをしています。広大な緑
地の中に、雑木林や竹林、草地広場、池などのさまざまな自然環境が残されています。子どもた
ちが豊かな自然の中で、通常の公園ではできないような体験ができる「四ツ田プレイパーク」が
定期的に開催されています。

かわさき里山コラボ

利活用と保全の好循環の創出  ～王禅寺四ツ田緑地～

「黒川里山アートプロジェクト緑と道の美術展」

大学連携による緑地管理手法の構築

参加企業による保全管理活動

みどりを活かす




